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県
内
で
は
平
成
23
年
４
月
に
椎
葉
村
内
で
、
平

成
25
年
４
月
に
高
千
穂
町
内
で
自
動
撮
影
カ
メ
ラ

で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、
９
月
11
日

に
日
之
影
町
内
で
１
頭
を
捕
獲
、
12
月
12
日
に
は

西
都
市
内
で
発
見
と
同
時
に
写
真
撮
影
が
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
２
月

５
日
に
延
岡
市
北
川
町
内
で
１
頭
捕
獲
、
４
日
後

の
９
日
に
は
再
び
日
之
影
町
内
で
目
撃
情
報
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
、
こ
の
半
年
間
で
４
回
の
確
認
情

報
が
あ
り
、
つ
い
に
、
宮
崎
県
に
お
い
て
も
ア
ラ

イ
グ
マ
の
生
息
域
が
広
ま
っ
て
い
る
の
で
は
と
実

感
さ
せ
ら
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
２
月
に
ア
ラ
イ
グ
マ
に
関
す

る
視
察
や
講
習
会
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

①
大
分
県
大
分
市
一
木
地
区
に
お
け
る
ア
ラ
イ
グ

マ
の
防
除
対
策
（
東
臼
杵
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
特

命
チ
ー
ム
視
察
研
修
；
2
月
3
日
）

・
一
木
地
区
の
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
協
議
会
の
構

成
員
で
、
環
境
活
動
に
取
り
組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
お
お
い
た
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
主
体

と
な
り
、
地
域
住
民
や
最
寄
り
の
大
学
等
と
連

携
し
て
活
動
。
官
民
学
の
体
制
は
全
国
初
。

（
視
察
で
は
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
々
に
対
応
し

て
頂
い
た
）

・
平
成
22
年
９
月
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
足
跡
と

ロ
ー
ド
キ
ル
（
道
路
上
の
事
故
被
害
獣
）
を
発

見
、
同
年
12
月
か
ら
大
分
県
中
部
・
北
部
で
生

息
状
況
調
査
を
開
始
。
24
年
５
月
か
ら
は
大
分

県
と
北
海
道
大
学
が
共
同
で
調
査
捕
獲
を
開
始
。

25
年
２
月
、
大
分
市
が
防
除
計
画
を
策
定
し
、

環
境
省
の
確
認
を
受
け
て
一
木
地
区
で
計
画
に

基
づ
く
防
除
事
業
を
開
始
、
６
月
か
ら
は
周
辺

の
地
区
を
含
め
て
計
画
的
捕
獲
を
開
始
し
11
箇

所
に
お
い
て
14
日
間
で
９
頭
を
捕
獲
。

・
一
木
地
区
を
含
む
５
つ
の
自
治
会
で
取
り
組

み
住
民
全
員
が
参
加
、
初
年
の
25
年
の
捕
獲
数

（
49
頭
）
は
大
分
市
全
体
の
82
％
に
及
ん
だ
。

27
年
度
（
10
月
末
現
在
）
は
31
頭
捕
獲
し
て
い

る
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
。

・
捕
獲
は
箱
わ
な
を
使
用
。
飼
い
猫
等
の
錯
誤

捕
獲
が
あ
る
の
で
１
日
２
回
の
巡
回
が
必
要
。

夕
方
に
扉
を
開
け
て
翌
朝
に
確
認
し
扉
を
閉
め

る
作
業
を
繰
り
返
す
。
確
認
作
業
は
大
変
、
初

期
の
頃
は
精
神
的
に
も
苦
痛
で
途
中
挫
折
感
を

味
わ
っ
た
が
、
根
絶
し
な
け
れ
ば
目
的
達
成
に

な
ら
な
い
。

・
現
在
、
主
要
な
捕
獲
シ
ス
テ
ム
は
、
巣
箱
型

箱
わ
な
を
用
い
た
餌
付
け
を
行
わ
な
い
方
法
で

行
い
、
わ
な
に
動
物
が
入
っ
た
ら
キ
ッ
ズ
携
帯

農
畜
産
業
等
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す

ア
ラ
イ
グ
マ
、
宮
崎
に
定
着
か
？

【鳥獣被害対策支援センター】
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電
話
の
発
信
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
わ
な
設
置
者
に

通
報
さ
れ
る
仕
組
み
（
写
真
①
）
。
見
回
り
の

作
業
手
間
が
省
け
る
と
と
も
に
、
捕
獲
さ
れ
た

ら
速
や
か
に
現
場
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
、
錯

誤
捕
獲
の
対
応
も
早
い
。

・
ア
ラ
イ
グ
マ
は
水
辺
を
好
み
そ
の
環
境
に
強

い
依
存
性
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
の
周
辺

に
餌
場
や
繁
殖
・
休
憩
場
と
し
て
の
隠
れ
家
等

が
確
保
で
き
れ
ば
生
息
環
境
と
し
て
は
最
適
。

夜
行
性
。

・
捕
獲
圧
の
高
ま
り
に
よ
り
防
除
エ
リ
ア
は
低
密

度
（
0.

5
～
1.

0
頭
／
㎢
）
に
抑
制
で
き
た
が
、

繁
殖
エ
リ
ア
が
東
南
の
地
区
に
拡
大
傾
向
。
今

後
は
、
計
画
防
除
エ
リ
ア
の
拡
大
と
自
治
会
の

広
域
連
携
を
目
指
し
た
防
除
体
制
づ
く
り
や
、

地
域
住
民
の
参
加
が
重
要
な
こ
と
か
ら
効
果
的

な
自
治
会
組
織
の
活
用
を
推
進
。

・
外
来
種
対
策
の
成
功
に
は
、
明
確
な
ゴ
ー
ル

（
目
標
）
、
緻
密
な
計
画
と
妥
当
な
防
除
手
法
、

熟
練
し
た
専
門
家
の
参
画
、
充
分
な
資
金
（
人

材
や
資
材
等
）
、
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
が

必
要
。

・
大
分
市
と
し
て
の
取
組
は
、
専
門
家
の
招
へ

い
、
目
撃
（
捕
獲
）
等
情
報
収
集
と
現
場
対
応
、

住
民
等
に
対
す
る
捕
獲
従
事
者
講
習
会
の
開
催

と
わ
な
の
貸
し
出
し
（
現
在
の
従
事
者
養
成
数

４
４
７
名
）
。

・
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
の
取
組
順
序
は
、
ま
ず
は

「
普
及
啓
発
」
（
ア
ナ
グ
マ
等
と
の
違
い
の
周

知
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
作
成
・
配
布
）
、
次

に
、
住
民
等
か
ら
の
情
報
収
集
・
生
息
実
態
把

握
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
聞
き
取
り
調

査
・
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
設
置
等
）
、
捕
獲
用
わ

な
等
の
ハ
ー
ド
面
（
わ
な
・
カ
メ
ラ
の
整
備
）

の
充
実
、
専
門
家
や
研
究
者
な
ど
大
学
等
（
大

学
・
猟
友
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
と
の
連
携
体
制
の

構
築
。

・
捕
獲
後
は
、
体
重
・
体
長
等
を
測
定
す
る
と

と
も
に
、
必
ず
雌
雄
別
の
区
分
を
行
う
。
メ
ス

は
出
産
履
歴
を
知
る
た
め
に
必
ず
解
剖
し
、
胎

盤
数
等
を
確
認
。

写真①
〈餌付け不要の箱わな〉
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・
オ
ス
の
行
動
範
囲
は
広
い
。
繁
殖
期
は
特
に
広
が
り
、

16
㎞
移
動
し
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
大
分
で
は
宇
目
市

で
も
捕
獲
さ
れ
、
佐
伯
市
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宮
崎
県
と
の
県
境
周
辺
の
生
息
把
握
は
必
要
。

・
金
網
箱
わ
な
で
餌
付
け
で
行
う
場
合
の
エ
サ
は
、
大

分
市
で
は
、
わ
な
か
ら
離
れ
た
所
か
ら
順
に
、
ド
ッ
グ

フ
ー
ド
（
わ
な
の
周
り
）
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
コ
ー
ン
（
わ

な
の
入
り
口
付
近
）
、
ベ
ビ
ー
ス
タ
ー
ラ
ー
メ
ン
・
食

パ
ン
（
わ
な
の
踏
み
板
の
奥
）
の
順
序
で
置
く
と
効
果

的
。

・
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
４
月
～
５
月
頃
が
出
産
期
、
６
月

～
７
月
頃
が
子
供
の
離
乳
期
、
10
月
～
２
月
頃
が
親
離

れ
期
、
２
月
～
３
月
頃
が
交
尾
期
。
交
尾
期
に
は
餌
を

食
べ
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
餌
に
興
味
を
示
さ
な
い
。

捕
獲
効
率
が
高
い
時
期
は
出
産
期
の
春
期
で
、
そ
の
後

は
順
次
低
く
な
り
、
冬
期
は
半
冬
眠
状
態
と
な
っ
て
行

動
範
囲
も
狭
ま
る
た
め
カ
ッ
プ
ル
の
出
会
い
数
も
減
る
。

・
爪
痕
は
、
テ
ン
や
ム
サ
サ
ビ
に
も
似
て
い
る
。
住
処

は
ア
ナ
グ
マ
が
掘
っ
た
所
、
立
木
等
の
空
洞
、
岩
の
隙

間
等
で
、
寒
さ
に
は
強
い
。

・
捕
獲
実
績
の
最
大
重
量
は
９
．
３
㎏
。
自
動
撮
影
カ

メ
ラ
の
設
置
期
間
は
最
低
２
週
間
は
必
要
。
現
地
視
察

し
た
設
置
場
所
は
全
て
水
が
染
み
出
る
場
所
で
、
沢
や

小
谷
の
近
く
だ
っ
た
。
（
湿
地
が
あ
れ
ば
足
跡
が
確
認

し
や
す
く
、
捕
獲
や
撮
影
の
可
能
性
も
高
く
な
る
）

②
動
物
環
境
管
理
講
習
会
（
宮
崎
大
学
主
催
の
講
座
：
2

月
12
日
～
13
日
）

・
講
師
は
京
都
市
の
「
関
西
野
生
生
物
研
究
所
」
代
表

の
川
道
美
枝
子
氏
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
爪
痕
調
査
を
主
体

に
経
験
12
年
目
。
講
習
会
は
、
講
話
、
現
地
調
査
（
宮

崎
神
宮
及
び
大
分
県
国
東
市
内
社
寺
の
爪
痕
調
査
）
が

行
わ
れ
た
。

・
確
認
個
体
が
、
オ
ス
で
７
㎏
以
上
な
ら
そ
の
地
域
に

先
駆
的
に
入
り
込
ん
だ
も
の
で
行
動
地
域
の
周
辺
帯
で

確
認
さ
れ
行
動
範
囲
の
広
い
オ
ス
が
分
布
を
拡
大
し
つ

つ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
メ
ス
な
ら
事
態
は
深
刻
で

そ
の
地
域
で
繁
殖
し
複
数
個
体
が
付
近
に
生
息
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
メ
ス
の
行
動
域
は
狭
く
１
㎞
程
度
。

・
捕
獲
個
体
の
性
別
は
尿
道
の
位
置
（
写
真
②
）
と
外

部
生
殖
器
の
形
態
で
区
別
で
き
る
。

・
人
に
感
染
す
る
疾
病
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
媒
介
に
よ

る
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
に
よ
る
幼
虫
移
行
症

な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
捕
獲
個
体
に
触
れ
る
際
は
、

必
ず
ゴ
ム
手
袋
や
マ
ス
ク
を
装
着
し
使
用
後
は
焼
却
、

作
業
服
は
洗
濯
す
る
。
な
お
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

・
高
い
繁
殖
力
を
有
し
、
個
体
数
変
化
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
例
で
は
、
１
年
目
に
オ
ス
メ
ス
１
対
だ
っ

た
も
の
が
、
10
年
目
に
は
３
５
０
頭
、
15
年
目
に
は

約
３
７
０
０
頭
、
20
年
目
に
は
約
３
８
５
０
０
頭
に

な
る
と
の
試
算
が
あ
る
（
図
①
）
。
初
動
対
応
が
迅

速
に
行
え
て
捕
獲
を
徹
底
し
根
絶
で
き
る
か
が
鍵
。

・
妊
娠
期
間
は
63
日
、
交
尾
期
は
1
月
か
ら
で
発
情
す

る
メ
ス
が
い
る
と
夏
以
降
で
も
交
尾
す
る
。
出
産
は

3
月
か
ら
8
月
ぐ
ら
い
ま
で
に
集
中
、
子
供
を
失
う

と
2
度
目
の
発
情
が
起
き
る
。
産
子
数
は
3.

6
～

4.

1
頭
だ
が
生
息
数
が
少
な
い
と
6
頭
ぐ
ら
い
出
産

す
る
例
も
あ
る
。
子
供
は
出
生
後
2
ヶ
月
く
ら
い
か

ら
野
外
活
動
を
開
始
。
ま
た
、
2
ヶ
月
間
飲
ま
ず
食

わ
ず
で
も
死
な
な
い
。

・
捕
獲
個
体
は
安
易
に
山
野
等
に
埋
設
し
な
い
。
野

生
動
物
が
掘
り
起
こ
し
て
食
べ
、
病
気
蔓
延
の
原
因

と
な
る
た
め
焼
却
処
分
が
原
則
。

・
防
除
計
画
シ
ス
テ
ム
に
は
必
ず
獣
医
師
を
組
み
入

れ
る
。
特
に
生
体
の
段
階
で
獣
医
師
が
診
る
こ
と
が

重
要
で
、
異
常
を
早
い
段
階
で
診
断
で
き
る
よ
う
に

し
、
獣
医
師
に
よ
っ
て
薬
剤
を
使
用
し
た
不
動
化
や

安
楽
死
の
措
置
を
と
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
病
理
検

査
で
き
る
大
学
な
ど
の
専
門
機
関
に
検
体
を
送
る
仕

組
み
が
必
要
。
将
来
的
に
生
息
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
な
く
て
も
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
。

・
養
鶏
の
食
害
で
は
首
か
ら
上
を
噛
み
切
る
。
ウ
ミ
ガ

メ
の
卵
を
求
め
て
海
岸
に
出
没
す
る
こ
と
も
あ
り
、

海
岸
で
捕
獲
す
る
場
合
は
エ
サ
と
し
て
鶏
卵
を
使
用

し
て
も
よ
い
。

・
建
物
で
の
痕
跡
調
査
は
、
爪
痕
、
糞
、
足
跡
、
天
井

等
の
出
入
口
痕
な
ど
を
確
認
す
る
。
爪
痕
は
木
製
柱

な
ら
白
っ
ぽ
い
と
1
ヶ
月
以
内
、
赤
っ
ぽ
い
と
半
年

ぐ
ら
い
、
周
辺
の
色
と
一
体
化
し
て
れ
ば
1
年
以
上
過

ぎ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
柱
へ
の
爪
痕
の
特
徴
は
５

本
の
斜
め
の
ひ
っ
か
き
傷
（
写
真
③
）
、
猫
の
場
合
は

縦
の
ひ
っ
か
き
傷
が
多
い
。
爪
痕
が
少
な
け
れ
ば
移
動

中
に
立
ち
寄
っ
た
だ
け
で
住
み
着
い
て
は
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。

・
聞
き
取
り
調
査
で
は
住
民
等
に
書
か
せ
る
の
で
は

な
く
、
統
一
し
た
考
え
方
で
記
録
が
で
き
る
よ
う
決

ま
っ
た
者
が
行
う
。

・
捕
獲
対
策
の
留
意
点
と
し
て
は
、
報
償
金
を
目
的
に

域
外
か
ら
持
ち
込
も
う
と
す
る
人
が
で
て
く
る
の
で
捕

獲
報
償
金
は
絶
対
出
さ
な
い
、
捕
獲
活
動
は
住
民
の
力

を
借
り
る
、
住
民
等
か
ら
の
第
一
報
の
通
報
先
は
地
元

市
町
村
に
す
る
こ
と
で
情
報
が
入
り
や
す
く
な
る
。

・
メ
ス
の
成
獣
が
捕
獲
で
き
た
ら
わ
な
を
掛
け
続
け
る

と
子
供
が
捕
れ
、
オ
ス
も
捕
れ
る
。

・
街
の
中
に
出
没
す
る
の
は
オ
ス
が
多
い
。
市
街
地
で

捕
獲
す
る
場
合
は
住
民
に
配
慮
し
た
対
応
が
望
ま
し

い
。
水
中
に
わ
な
を
置
か
な
い
（
溺
死
）
、
捕
獲
個
体

は
速
や
か
に
回
収
す
る
（
鳴
き
声
が
周
辺
住
民
か
ら
の

苦
情
に
変
わ
る
）
。

・
生
息
域
の
拡
大
は
必
ず
進
む
わ
け
で
は
な
い
、
捕
獲

を
継
続
し
て
行
え
ば
広
が
り
の
進
行
を
止
め
ら
れ
る
。

・
初
動
体
制
の
具
体
策
と
し
て
は
、
発
見
情
報
を
募
る

た
め
市
民
回
覧
板
等
の
身
近
な
手
段
で
広
報
し
た
り
、

マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
て
情
報
提
供
を
促
し
た
り
す
る
と

と
も
に
（
危
機
感
を
あ
お
っ
た
方
が
よ
い
）
、
捕
獲
場

所
で
住
民
等
へ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

・
奥
山
に
は
生
息
し
て
い
な
い
と
思
う
。
山
で
カ
メ
ラ

に
写
っ
た
個
体
は
移
動
中
に
通
過
し
た
だ
け
で
ま
ず
は

人
家
近
く
の
里
山
に
居
て
そ
の
後
集
落
に
入
り
込
む
と

思
う
。
里
山
で
生
息
を
絶
つ
こ
と
が
必
要
。

・
取
り
組
み
の
全
て
を
一
人
に
押
し
つ
け
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
者
が
役
割
分
担
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ

れ
に
よ
り
対
策
が
長
続
き
し
、
関
係
者
各
人
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
効
果
も
上
が
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
高
い
繁
殖
力
を
備
え
て

い
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
に
は
天
敵
が
い
な
く
生
命
力

も
強
い
こ
と
か
ら
、
対
策
を
講
じ
ず
放
置
し
て
お
け
ば
爆

発
的
に
数
が
増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
被
害



写真③
〈神社の柱の爪痕（大分県国東市）〉
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〈個体数変化のシュミレーション例〉

写真②
〈矢印が尿道の位置〉

は
、
農
林
水
産
業
、
生
態
系
、
生
活
環
境
の
多
岐
に
及
び
、

加
え
て
人
獣
共
通
感
染
症
発
生
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
な

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
に
初
動
対
応
の
迅
速
さ
が

求
め
ら
れ
る
野
生
動
物
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
大
分
市
で

は
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
に
年
間
約
１
２
０
０
万
円
の
予
算
を

投
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
確
認
事
例
の
少
な
い
今

の
う
ち
か
ら
行
動
し
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。

鳥
獣
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
地
域
特
命
チ
ー
ム
等
と

連
携
し
て
ア
ラ
イ
グ
マ
情
報
の
広
報
啓
発
や
、
捕
獲
、
目

撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
地
域
及
び
そ
の
周
辺
で
の
自
動
撮

影
カ
メ
ラ
の
設
置
や
痕
跡
調
査
、
及
び
聞
き
取
り
調
査
等

を
早
期
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上：オス

下：メス

０

アライグマ、発見したら連絡を！

発
見
し
た
ら
、
支
庁
・
振
興
局
や
市
町
村

役
場
な
ど
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ア
ラ
イ
グ
マ
の
よ
う
だ
」
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合

等

尾はしま模様

前足（左：外側、右：内側）

後足（左：外側、右：内側）

（頭）

（年）

トウモロコシは皮をめくることも スイカは中の果肉部分をえぐり取る

写真出典：国の地方環境事務所作成の手引きから



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆

美
郷
町
で
発
生
し
た
露
地
キ
ュ
ウ

リ
の
カ
ラ
ス
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

被
害
の
状
況

被
害
は
、
美
郷
町
の
北
西
部
の
山

間
地
で
、
山
林
に
囲
ま
れ
た
露
地

キ
ュ
ウ
リ
の
ほ
場
2
か
所
で
発
生
し

ま
し
た
。

発
生
時
期
は
、
8
月
中
旬
の
定
植

後
、
1
カ
月
半
を
経
過
し
た
収
穫
開

始
時
期
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
被
害
内
容
は
食
害
で
す
が
、

キ
ュ
ウ
リ
は
、
20
㎝
を
超
え
る
収
穫

サ
イ
ズ
に
達
し
た
も
の
か
ら
、
５
㎝

程
度
の
幼
果
ま
で
幅
広
く
加
害
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

被
害
は
数
年
前
か
ら
（
２
～
３

年
）
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
テ
グ
ス
を
ほ
場
内
に
交

差
す
る
よ
う
展
張
す
る
こ
と
で
、
数

本
か
ら
十
数
本
程
度
の
食
害
に
留

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
本
年
度

は
、
大
群
で
加
害
さ
れ
1
日
で
最
大

50
㎏
の
食
害
が
発
生
す
る
ま
で
に
拡

大
し
て
い
ま
し
た
。

被
害
対
策
実
証

当
初
、
「
く
ぐ
れ
ん
テ
グ
ス
君
」

な
ど
の
物
理
的
方
法
や
「
バ
ー
ド
パ

ン
チ
ャ
ー
」
等
の
簡
易
な
器
具
に
よ

る
追
い
払
い
対
策
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
こ
れ
ま
で

当
管
内
で
の
検
討
事
例
が
な
い
「
音

声
防
除
機
」
で
の
実
証
を
、
被
害
農

東
臼
杵
南
部
地
域

家
及
び
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
と
決
定
し
、
9
月
か
ら
実
施
し

ま
し
た
。
音
声
防
除
機
は
、
鳥
が
捕

食
者
に
捕
ま
っ
た
と
き
に
出
す
遭
難

声
「
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ル
」
を
録

音
し
た
も
の
で
す
が
、
設
置
後
か
ら
、

露
地
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
が
終
了
す
る

11
月
末
ま
で
、
被
害
が
大
幅
に
軽
減

さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
対
策
は
、
そ
の
効
果

が
地
域
の
餌
場
の
条
件
等
に
も
左
右

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
効
果
が

低
下
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
物
理

的
対
策
も
併
用
し
、
対
処
す
る
こ
と

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
市
民
一
斉
清
掃
に
あ
わ
せ
て
モ
デ

ル
集
落
の
研
修
会
を
開
催

７
月
26
日
、
山
之
口
町
の
鳥
獣
被

害
対
策
モ
デ
ル
集
落
（
六
十
田
）
に

お
い
て
、
市
民
一
斉
清
掃
日
に
合
わ

せ
、
集
落
住
民
向
け
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
集
落
は
、
非
農
家
の
世
帯
も
多

い
た
め
、
今
回
は
で
き
る
だ
け
多
く

の
世
帯
が
参
加
し
、
鳥
獣
被
害
に
関

す
る
共
通
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
30
名
程
度
の
参
加

者
に
向
け
、
イ
ノ
シ
シ
と
サ
ル
を
中

心
と
し
た
被
害
対
策
や
関
係
事
業
、

電
気
柵
の
安
全
な
使
い
方
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
が
、
様
々
な
質
問
が
出

る
な
ど
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
研
修
会
等
を

開
催
し
、
集
落
活
動
に
つ
な
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
諸
県
地
域

●
モ
デ
ル
集
落
の
「
秋
ま
つ
り
」
で

○×

ク
イ
ズ
に
よ
る
研
修
会
の
開
催

９
月
20
日
、
高
城
町
有
水
の
鳥
獣
被

害
対
策
モ
デ
ル
集
落
（
田
辺
）
に
て
地

区
の
秋
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
、
鳥
獣
被

害
対
策
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
、
田
辺
集
落

を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

27
年
度
か
ら
は
第
14
区
地
区
（
雁
寺
、

八
久
保
集
落
を
含
む
）
活
動
に
広
げ
た

た
め
、
新
た
な
集
落
の
方
の
理
解
を
深

め
る
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
回
は
、
対
策
や
生
態
に
関
す
る
知
識

な
ど
理
解
し
や
す
い
よ
う
○×

ク
イ
ズ

を
交
え
な
が
ら
、
１
問
回
答
す
る
毎
に

解
説
も
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
多
く
の
参
加
が
あ
り
、
理

解
も
深
ま
っ
て
、
今
後
の
集
落
活
動
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
会
に
合
わ
せ
て
、
特
命

チ
ー
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
作
成

し
、
チ
ー
ム
内
の
連
携
も
深
め
ま
し
た
。

食害状況（嘴で鋭くえぐる）音声防除機
「トリサッタ２」

①六十田での研修会

②○×クイズによる研修会

③特命チームオリジナルＴシャツ


